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深川市パブリックコメントによる意見募集の結果公表 

 

意見募集結果及び寄せられた意見に対する市の考え方について次のとおり公表します。 

 

【意見募集の集計結果】 

１ 政策等の名称 深川駅周辺複合施設建設基本設計書【概要版】 

２ 意見募集期間 令和６年２月８日（木）～令和６年３月８日（金） 

３ 意見の件数(提出者数)  ７５件（ １６ 人） 

４ 
意見の取扱い 

（対応内容の分類） 

分類 分類内容 件数 

修正 案を修正するもの １件 

既記載 既に案に盛り込んでいるもの １件 

参考 今後の参考とするもの ３９件 

その他 意見として伺ったもの ３４件 

５ 意見の受け取り方法 

持参 ５人 

郵便 ２人 

ファクシミリ ２人 

電子メール ７人 

 

【市民意見等の概要とそれに対する市の考え方】 

№ 意見等の概要 
意見の 
取扱 
分類 

意見等に対する市の考え方 

１ 

既存交通機関（路線バス）の運行ありき

ではない、今後導入されるであろうライ

ドシェアやオンデマンド運行交通機関の

ような小規模な形態の交通機関での利用

の利便性も視野に入れてはいかがか。 

 
 

参
考 

公共交通体系は、将来的に変化するこ

とも考えられ、現在、深川市においては

デマンド交通の実証実験を行っていま

す。 

施設及び公共交通レーンについても、

公共交通体系の変化や、利用者のニーズ

に合わせた活用を検討していきます。 

２ 

「交通機能」としての待合室的な利用

や、「交流機能」としてのスペース利用を

考え、より長くそこでの時間を楽しんで

もらえるように、カフェに限らずコンビ

ニエンスストアなどの出店があるとさら

に利用者が増えると感じる。 

 
 

そ
の
他 

カフェの運営者など具体については、

今後、関係団体と協議していくこととし

ていますが、施設整備の財源として活用

を予定している国の補助事業において、

営利を目的とした店舗は補助対象外とな

ることから、コンビニエンスストアの出

店については、財源確保の面から難しい

ものと考えています。 

３ 

窓に網戸が欲しい。空気を入れ換えす

るとき、窓を開けると虫や蜂が入ってき

て危険、不衛生である。 

 

既
記
載 

室内の換気については、年間を通して

機械換気を行うこととしていますが、中

間期の自然換気による通風も必要なこと

から、網戸は設置することとしています。 
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４ 

施設を活かすソフト面の工夫として、

他の地域での図書の先進事例で、本棚の

一部を貸出し、好きな本を置いてもらう

民営図書「まちライブラリー」など、運営

者に頼るのではなく、みんなでシェアし、

無理なく運営する事例がある。 

調理室やカフェも同様で、基本方針１

と２を具現化し、交流拠点として機能す

ることを楽しみにしている。 

そ
の
他 

図書について、どのような管理運営を

行うかは決まっていませんが、「まちライ

ブラリー」は本を介して人がつながる要

素を含んでいることから、検討するうえ

での参考とさせていただきます。 

基本方針に定めているとおり、複合施

設が多くの市民の交流の場となるよう、

施設の機能を活用した運営について検討

していきます。 

５ 

スタディルームは学生や多世代で利用

しやすいようにという考え方には賛同す

るが、１階は人通りが多く開放的であり、

場所として適さない。学習は集中できる

静かな環境が望ましいことから、スタデ

ィルームは２階以上の方が使いやすいと

思う。２階にもスタディスペースはある

が狭い。 

そ
の
他 

スタディルームは、誰でも気軽に立ち

寄れ、学習や仕事、読書など、静かな空間

で集中して行いたい時に利用いただくこ

とを想定しています。ロビーに隣接する

場所になりますが、区切られた部屋とす

ることで室外の音を遮るほか、ガラス張

りのため室内からバスの出入りを確認で

き、乗降所に行きやすい位置として１階

に配置しています。 

６ 

調理室は全世代がアクセスしやすい 1

階にある方が使い勝手がよいと思う。イ

メージは ABC クッキングスタジオのよう

なガラス張りでオープンな調理室、調理

空間。将来的に調理したものをイベント

等で提供できることを想定した方が調理

室の活用がより広がる。調理室には手洗

い場、大型冷蔵庫など食品衛生上必要な

設備の設置も必要。また、横には試食にも

使える多目的スペースの設置を。 
そ
の
他 

調理室はガラス張りとし、調理してい

る様子が室外からも見え、にぎわいが感

じられる造りとすることで検討していま

す。場所については、複合施設を指定避

難所としての指定を予定していることか

ら、水害を想定した際に、炊出しなどで

活用できるよう２階に設置することとし

ています。 

調理室の設備については、実施設計の

中で検討していくこととしており、冷蔵

庫などの備品についても、施設規模や災

害時の対応なども考慮し、実施設計にお

いて検討していきます。 

また、試食を含めた飲食については、調

理室内に食卓テーブルを設けることを検

討しているほか、隣接する研修室の活用

を考えており、廊下に出ずに行き来でき

るよう、室内にドアを設けることで検討

しています。 

７ 
１階スタディルームと２階調理室の位

置を入れ替える。 

そ
の
他 

上記の理由により、それぞれ現在の位

置で検討しています。 

８ 

防犯カメラは事件と事故防止に、この

時代においては必要と思われる。基本設

計には記述が見つからなかった、既に検

討済みであれば設計書へ追記願う。 修
正 

複合施設は、高齢者や子どもも利用す

るほか、バス待合など開館時間に違いが

あることから、防犯カメラの設置を考え

ています。設置箇所や台数などの具体的

な検討は実施設計で行いますが、防犯カ

メラの設置について、基本設計書に記載

することとします。 



3 

 

９ 

ピアノの設置について明記されていな

いが、多目的ホール、視聴覚室は防音対策

を講じているので設置に問題はないは

ず。合唱発表や歌、楽器演奏にはピアノ伴

奏が欠かせないので、音量を考えると多

目的ホールにはグランドピアノ、視聴覚

室には最低限アップライトピアノが必要

と考える。 

多目的ホールのピアノは市民が自由に

弾ける取り組みがあると更に良い。 

参
考 

ピアノは、広いスペースが必要で高額

な楽器であることから、多目的ホール、視

聴覚室のいずれにおいても保管場所や適

切な管理方法の検討が必要となります。

それぞれの部屋の広さの中で、音楽に限

らず様々な活動に幅広く利用いただきた

いと考えていますので、現時点では貴重

なご意見として受け止め、設置の有無に

ついて検討していきます。 

設置することとなった場合は、ご意見

を参考に、中央公民館や生きがい文化セ

ンターからの移設も含め検討していきま

す。 

また、ピアノを自由に弾ける取り組み

については、現在の中央公民館同様に、

多目的ホールをはじめ２・３階の各室は、

防犯対策として未利用時は施錠管理を予

定しているため、基本的にストリートピ

アノのような取り扱いは考えていません

が、複合施設の開設後に管理運営を行っ

ていく中で、利用促進に向けた取り組み

の際の参考とさせていただきます。 

 

10 

サークル活動や個人教室の音楽活動の

際にはピアノが必要最低限のため設置し

てほしい。新たな購入が一番だが、中央公

民館や生きがい文化センターにあるピア

ノを移設する方法もあると思う。 

11 
コンサートができるよう新しいグラン

ドピアノがあればいい。 

12 

新しい施設は生涯学習の充実を目的に

建てられ、大変有難いと思う。高齢化と人

口減の中、深川に住み納税するものとし

て、子育てしながらフルタイムで働く者

として、スポーツや美術の振興が十分な

されている深川市に魅力を感じている。

音楽に触れる機会も多くあり、学生時代

の合唱ブームだった団塊ジュニア世代の

一人として、今は歌声や合唱サークル的

な振興を望んでいる。世代を超えて集ま

り楽しめる音楽活動もできる深川市であ

ったら更に魅力的と思う。そのために新

施設にはピアノの設置を希望する。体育、

美術と共に音楽も人間として心豊かに生

きるための文化的要素であり、働く市民

の文化的福利厚生が可能な充実した利用

が可能な施設となるようピアノの設置を

お願いしたい。 

13 

サークル活動や個人教室の音楽活動の

際にはピアノが必要最低限のため設置し

てほしい。新たな購入が一番だが、閉校に

なった学校や生きがい文化センターにあ

るピアノを移設する方法もあると思う。 

14 

視聴覚室は音楽活動に最適なものにして欲

しい。視聴覚室で活動するサークルは音楽系

のサークルが多くを占めている。視聴のため

のシアター的な機能と共に、音楽室としての

機能も必要と思うので、ピアノの常設が必要

と思う。 
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15 

現在、深川市には様々なサークル活動、芸
術文化活動、音楽教室等が多くある。このよ
うな団体・個人が多目的ホールを利用するこ
とも多くなるかと思うが、活動の幅や利用す
る機会を増やすためにはピアノの設置が必要
だと思う。深川市は近隣市町村に比べても芸
術・文化的な活動が盛んで、とても魅力的な
まちだと感じている。新施設には多世代の方
たちが多く集まり、楽しめる場になって欲し
いと思うので、是非ピアノの設置をお願いし
たい。 

参
考 

16 

市内や北竜町でコーラスグループに所属し
ているほか、絵本の読み聞かせ活動も行って
いる立場から、音楽活動に必要なピアノの設
置を要望する。 

17 

利用用途としてピアノ使用もあること
から、フルコンサートピアノも必要と考
える。かなり高額のため、生きがい文化セ
ンターパトリアホールのピアノを移設し
てもよいと思う。ただし、30 年を経過し
ているため、移設に合わせてオーバーホ
ールを検討いただきたい。オーバーホー
ルの経費は数百万円で新規購入よりは抑
えられるが、メーカーの年間オーバーホ
ール台数が限られており、すでに数年待
ちと聞いているので、すぐにでも対応を
検討いただきたい。 

18 

ピアノは楽器であり特にフルコンサー
トピアノは繊細で、本来ピアノ庫で温度・
湿度の管理が必要であるが、この施設で
そのスペースの確保は困難と考える。替
りに防湿カバーや除湿機の設置と共に、
施設管理者にはピアノを扱う知識を持っ
ていただきたい。同規模の経済センター
はピアノがなく利用用途が限られている
のでグランドピアノは絶対に備え付けて
ほしい。また音楽団体が練習に使う視聴
覚室にもアップライトピアノでもいいの
で備え付けを切望するが、現公民館のア
ップライトピアノはすでに調律しても無
駄なぐらい劣化しており、この移設はや
めて欲しい。 

19 
プロジェクターや音響設備の充実を要望す

る。 

参
考 

 プロジェクターや音響設備、スクリー
ンは必要な備品として考えています。機
器のメンテナンスや、館内での利用頻度
などを踏まえつつ、設置形式など具体は
今後の実施設計において検討します。 

20 

昨今の講演会ではプロジェクターの使
用頻度が多いので、大型でできれば天井
吊り下げ式、合わせて大型スクリーンの
設置も検討いただきたい。 
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21 

現状、中央公民館でのサークル活動は

無料だが市民説明会で利用料を設定する

と聞いた。基本方針１にあるように“誰も

が利用しやすい施設”の観点からの利用

料設定をお願いしたい。 

できれば施設建設に係る固定費は参入

せず、必要最低限かかる変動費程度以下

での設定を希望する。 

参
考 

使用料については、これまで公民館に

おける社会教育活動は全額免除（無料）

としてきましたが、複合施設は公民館で

はなく、社会教育施設（例:生きがい文化

センター）の位置付であるとともに、市

の財政状況や今後の維持管理に係る経費

などを踏まえ、一定程度の使用料等を徴

収する方向で検討しているところです。 

また、冷暖房料や陶芸窯に係る電気料

などの徴収についても検討しており、そ

れら料金区分や金額の詳細はまだ定まっ

ていませんが、サークル活動等を引き続

き継続いただけるよう、利用しやすい料

金設定の在り方について検討していきま

す。 

営利利用については、サークル活動の

妨げや公序良俗に反しない範囲で、様々

な利用が可能な施設として検討していき

ます。また、利用内容に応じた使用料の

設定なども検討します。 

22 
サークルで使うのは従来どおり無料ま

たは安価を希望する。 

23 

使用料について、中央公民館でのサー

クル活動は、無料で使用させてもらい大

変ありがたい。誰もが活用しやすい施設

の観点から、利用料設定をお願いしたい。 

できれば施設建設に係る固定費は参入

せず、必要最低限かかる変動費程度で使

用させていただきたい。 

24 

誰もが訪れやすく利用しやすい料金設定を

望む。コロナ禍で多くのサークル活動が休止

となり、人とのつながりが途絶えた。引きこ

もり生活の結果、認知症や足腰の衰えが進ん

だ高齢者が全国的に増加したと聞く。年金生

活者も利用しやすい料金設定を望む。活発な

サークル活動で元気な高齢者が増えれば、医

療費の抑制にもつながる話である。 

25 

サークル活動等の施設利用料の柔軟な設定

（減免など小グループが利用しやすいよう要

望） 

26 

市民利用に際して、全て使用料無料で

はなく、ある程度の使用料を徴収し施設

の維持管理をきちんと行っていただきた

い。その場合、多目的ホールを除き各部屋

とも冷暖房費を含め 1 区分 500 円程度

が市民負担の可能な範囲と思う。 

従来の算定方法のように既存施設の面

積に応じた料金設定でなく、負担可能な

範囲で設定いただきたい。 

27 

多目的ホールは従来方式による算定も

致し方ないと思う。その場合入場料徴収

やピアノ教室のような営利利用者であっ

ても利用できるようにあってほしい。 
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28 

施設の作り方と、次に続く新しい試み

の実験的シミュレーションとしてのスペ

ース構築について参考例を提案する。 

 

①音楽スタジオ系 

大、中、小レベルの高い防音。これができ

れば 2/22の説明会で要望のあった、子ど

も達が大声を出せる空間が作れる。 

②リラックスルーム 

バス待ちの長い方も見受けられるので仮

眠がとれる部屋とする。ここでも防音効

果が生きる。 

③フード・ラボ 

「食」に関する総合区間で個人的な調理

もできるなど食全体の総合アプローチが

できる。 

④一日防災体験ゾーン（原則予約制） 

そこで一日過ごす事で自動的に防災訓練

と防災学習になるシステムを構築し、自

由に防災を体験学習できる。 

⑤地方クラスター（連携）窓口（モニター

タッチパネル） 

全国の市町村にアクセスでき、情報共有

のみならず、緊急時の多角的状況確認が

同時的に可能となるシステムともなる。 

以前、ブラックアウト時、市へ状況確認の

電話をしたが、「よくわからない」に近い

応答により余計に不安を感じた体験によ

る。この時、一部商品の買い占めのような

現象も見られた。 

⑥３Ｄプリンタ、ＡＩカフェ（次世代体感

ゾーン） 

⑦神社を屋内型の神社とする必要性 

他県や他市町村に先駆けた施設により、

外からの利用者を見込む。外部で話題と

なれば、深川市民もおのずと関心を持ち、

足を運び、一定以上の来場者が確保でき

れば、施設全体が活性化される。 

そ
の
他 

 楽器演奏など比較的大きな音のでる活

動が想定される部屋は２階に集約し、効

率的な防音対策を図る計画としていま

す。また、施設全体のにぎわいや明るさ

を感じ、交流を促進することも本施設の

目的のひとつであり、１階についてはで

きる限り壁などを設けず開放的な空間と

し、大声の程度にもよりますが、子ども

達はキッズルームや屋外のキッズパーク

などでのびのびと遊んでいただけるもの

と考えています。 

バスの待合についてもロビーと一体と

なった開放的なスペースとして整備する

ことで、長時間バスを待つ方も快適に過

ごせる空間となるよう計画します。 

調理室については食卓テーブルやイス

などの設置を検討しており、作って、食

べて、片付けるまでの一連の流れが可能

な空間となるよう計画しています。 

その他、リラックスルーム（仮眠室）や

防災体験ゾーン、地方連携窓口や次世代

的体感ゾーンなど様々なご提案をいただ

いておりますが、本施設の整備は基本計

画に定めた基本方針に基づいた機能を備

え、かつ経済性に配慮した建設を進める

という検討経過を踏まえると、ご提案の

空間の設置は難しいものと考えておりま

すが、今後本市での事業等にかかる貴重

なご意見として、受け止めさせていただ

きます。 
 

29 

節電目的で減光している施設が多く、

せっかくの設計が台無しである。遊び心

や集いやすい雰囲気のためにも当初の設

計を踏襲し、いつでも明るいロビーであ

ってほしい。 

参
考 

館内照明については、ランニングコス

トなども踏まえつつ、具体の管理運営の

検討に向けた貴重なご意見として受け止

めさせていただきます。 

30 

バス運転手の休憩場所や館内清掃員の

待機場所が無いのが気になる。 
そ
の
他 

館内清掃員の待機場所は、１階倉庫付

近に設ける予定です。運転手の休憩場所

は、バス事業者と協議する中で、路線バ

スをメインとしたターミナルであり、車

内で短時間の休憩となることから、設け

ないこととしています。 
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複合施設の３つの機能は、対象者・利用時

間・使用頻度が異なるもので、このようなミ

スマッチを総花的に統合することで、施設

機能がブレて非効率な運用になり無益な管

理費がかさむが、計画では維持費が全く考

慮されていない。 

25 年後（耐用年数の半分）の人口は半数

以下と推計されているが、それまで財政が

もたず維持費が捻出できず施設を順次閉鎖

していく事が目に見えており、いかに先見

性のない資本的支出か伺えるもので次世代

に対して無責任である。 

総合計画にある公共交通手段の確保につ

いては、市民の大多数は車を利用し不自由

はない。公共交通利用者が減少する中、ごく

少数のために税金や手だてを用意する必要

があるのか検証が必要で、最大多数の最大

幸福という効用を最大化するコンセンサス

でなければ、過疎の自治体は財政的に破綻

する。（この他、市の各種計画に意見あり。） 

これらの問題を解決するには、生涯学習

機能及び交流機能と交通機能を分離するこ

とが良い。 

生涯学習機能及び交流機能は、生きがい

文化センターの郷土資料館を取り壊し、そ

れらの機能を持った平屋の施設を建築する

ことを提案する。 

当該地は、車利用者が多数でも対応可能

で、本町通沿いのため市外者も認識しやす

い。市有地のため土地取得費用や収容手続

きが無い。国の支援が受けられる範囲にあ

り平屋のため事業費が低くできる等の利点

がある。 

市の案は、車社会と乖離し駐車場が狭く

建物も狭隘で駐車場から遠く維持費がかさ

む。列車音や振動、土地取得、空き店舗等課

題が多く実現性は極めて困難と判断する。  

間違いの原因は交通機能を盛ったことに

ある。交通機能は、市立病院敷地内にターミ

ナルを設け、バスを快適に待ち安全に乗り

降りできる場を確保し、旧看護学校を解体

して駐車場を拡張してはどうかと考える。 

利用する方のことを想像いただき、計画

見直しを求める。 

そ
の
他 

本事業対象の中央公民館は、建設から 50

年近くが経過し施設設備の機能低下に加

え、耐震やバリアフリー基準を満たしてい

ないなど様々な課題を抱えています。また、

バスターミナルは、平成 19年度に施設が廃

止されて以降、JR からの乗り継ぎや待合環

境の充実等が長年の課題となっています。 

このような状況を踏まえ、令和４年度に

市民に参画いただいた複合施設整備検討委

員会や市議会複合施設整備特別委員会で議

論を重ねていただいたほか、学生ワークシ

ョップや公民館利用サークルの意見を聴く

会等での意見も踏まえ、「深川駅周辺複合施

設整備基本計画」を策定し、JR 深川駅西側

に、生涯学習機能とバスターミナル（交通）

機能を中心とした複合施設を建設すること

を決定しました。 

本年度は、引き続き市民の検討委員会や

市議会特別委員会での議論のほか、学生・子

育て世代・公民館利用サークルを対象とし

た「複合施設の魅力アップワークショップ」

や各種審議会・委員会等で幅広くご意見を

伺い、「深川駅周辺複合施設建設基本設計書

概要版（案）」を作成したところです。 

以上のとおり、本案は各種課題の解消に

向け、市民や議会等での様々な議論やご意

見等を踏まえ取りまとめた内容となってお

り、市では本案の内容を基本に整備に向け

て取り組んでいきたいと考えております。 

なお、施設整備に向けては財源確保が重

要であり、国の補助事業の活用を予定して

いますが、補助対象となるには施設の合築

等が要件となり、ご意見をいただいた機能・

施設の分離は難しいものと考えています。 

また、土地等に関してもご意見をいただ

きましたが、関係者との協議を適切に進め

ているところであります。 

この他、維持費を含め様々なご意見をい

ただきましたが、適切な維持管理等に努め、

皆さんに親しまれ長期にわたりご活用いた

だける施設となるよう、今後の実施設計等

において検討を進めます。 

なお、複合施設以外のご意見は、貴重な

ご意見として受け止めさせていただき、

今後の行政サービスの提供に努めます。 
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１．複合施設を希望するみんなが利用で

きることをめざす目標 

〇複合施設利用の通路・周辺経路の整備

計画で高齢化地域の公共サービス 

・居住者の自足移動力が低下する世代

の急増加 

・現況居住する人とのつながりと住み

つづける安定性の確保 

・快適なまちなかと複合施設・緑道回廊

がつながる福祉経路の小道 

２．複合施設の希望利用者を拡大するた

めの方策案 

〇まちなか地域の福祉をまもる、複合施

設をめざす周辺繋がり経路の再構築 

 ・自力で移動可能な施設内通路と主な

経路（電動カート用）とのつながる改

修・設置（歩行が困難な方などのため

に高低差解消） 

 ・大正緑道公園周辺地を自力移動可能

な福祉（防災避難）経路指定 

  高齢歩行者を助ける公園内小道の整

備（福祉道路） 

 ・ふ・ルート 北広場の環境改善（福祉

まちあい駐車帯） 

３．イメージの地域 

・ふかがわ駅－駅北広場の環境改善 

・駅周辺・複合施設－生きがい文化セン

ター・図書館・拓殖道短大－保健所・

市庁舎・市民農園：市民の交流拠点に

つながりやすい東西経路 

・選ばれる福祉経路－大正緑道公園：公

共トイレ、駐車帯、街路灯も多く・歩

行が困難な方などにも快適なまちな

か快適移動可能 

・交流拠点につながりやすい経路をめ

ざす健康市民：電動カート・自転車・

車いす・徒歩－市民ブロック：稲穂、

堺町、新五月、新町、太子町、新光町 

緑道回廊に近接する市民の利用拡大

寄与率は約 16％と高い。 

※イメージ的な内容のため、提出され

た内容を羅列し掲載しております。 

４．期待される結果 

〇駅北ブロック行政区は伸びしろある

地域で、地域居住者の増加が見込ま

れる。 

そ
の
他 

複合施設は、『「まなぶ」「ふれあう」「つ

ながる」まちの交流拠点』を基本コンセ

プトに、六つの基本方針を定めており、

このうち基本方針１では、「誰もが訪れや

すく利用しやすい施設」と定め、幅広い

世代が集い交流の促進やにぎわい創出を

図る「交流機能」を施設に設ける計画と

しています。 

また、安全で快適に路線バス等の公共

交通機関ができるよう「交通機能」も併

設し、周辺地域から複合施設など、まち

なかへの誘導を図る計画としています。 

ご意見をいただいた高低差解消など通

路の整備等についてですが、複合施設は

ユニバーサルデザインの考え方で、段差

の解消やゆとりある通路幅の確保など、

年齢や障がいの有無等にかかわらず、誰

もが安全で分かりやすく利用しやすい施

設となるよう検討を進めております。 

また、周辺施設・地域との連携等も視野

に、利用者の利便性確保やにぎわい創出

を図り利用者増等につながるよう、引き

続き検討を進めていきます。 

なお、複合施設以外のご意見は、貴重な

ご意見として受け止めさせていただき、

今後の行政サービスの提供に努めます 
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小規模コンサートができる会場がほし

い。深川市には音楽を聞く・発表する会場

が少なく、大きいか小さいか極端で、中ホ

ールで安価に使える設備が必要。 

参
考 

多目的ホールは、これまでの中央公民

館講堂の利用形態を踏まえて必要な規模

や設備を検討したところ、ステージを設

置し、照明や音響は操作室を設けず、簡

易的な機材を整備する方向で考えていま

す。多目的ホールは、ステージを除き 200

㎡程の広さで、使用方法にもよりますが

最大で約 200 人が利用可能と想定してい

ます。イスは固定席とせず、通常のサー

クル活動のほか、災害時の避難場所など、

多目的な利用を念頭に検討を進めていま

す。 

以上のとおり複合施設は、文化交流ホ

ール「み・らい」や生きがい文化センター

のような専門的な舞台芸術活動を主眼と

するホールではなく、様々な活動や多目

的な利用が可能となるよう整備する考え

です。 

なお、使用料等については№21、ピアノ

設置については№9 でお答えした通りで

す。 

34 

多目的ホールを「み・らい」の大ホールに次

ぐ小規模のホールとしての位置付けをして整

備してもらいたい。生きがい文化センターの

パトリアホールが休止になってから、小規模

のコンサートやサークル発表会に使用できる

良い会場がない。「み・らい」や生きがい文化

センターのエントランス、東洲館などが使わ

れているが、いずれも収容人数、音響設備、観

客の居心地の良さなどの点で難がある。中、

小規模のホールは必要。音の良いピアノの常

設は必須と思う。 

35 

積雪寒冷地では除排雪に多額の費用を

要することになる。除排雪を考慮して、

「バスレーン（全体）」に上屋を設置し、

２階を駐車場としてはいかがか。近年の

働き方改革、労働者不足、労働者の高齢化

等を考慮し、また、維持管理費用を抑える

構造として、設置する上屋は「鉄骨造」と

することを提案する。 

 

そ
の
他 

バスレーンの設置に当たっては、安全

面を考慮し一般車との交錯が生じないよ

う専用レーンとして配置し、規模（面積）

や出入口を含めた形状についてはバスの

走行軌跡や関係機関（バス事業者、警察

等）と協議し決定しております。また乗

降場に面した歩行者通路には上屋を設

け、雨や雪の影響をできる限り抑えて快

適なバスの乗降が可能となるよう計画し

ています。 

バスレーン全体に上屋を設置するご提

案につきまして、ご提案頂いたレーンの

広さではバスが円滑に旋回することが難

しいため、さらに広い面積を上屋で囲う

必要があり、建設費の大幅な増加が見込

まれます。また、出入口部分においても

一般車との交錯が生じ、安全面に課題を

抱えることから、難しいと考えます。 

しかし、維持管理費用をできる限り抑

えていく事は重要なことですので、関係

所管と十分協議し、利便性を確保しなが

らも効率的な維持管理が行えるよう、今

後検討していきます。 

36 

間仕切り少なく、開放的なスペースはと

ても良いが、天井高が一般的なので余裕

が欲しい。 

そ
の
他 

天井高は、建設や維持管理コストなど

を考慮しつつ、１階部分は２，３階より

も高くとり、視認性や快適性などを確保

した計画としています。 
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デザインにマッチしたイスやテーブル

などを設置して、集いやすい雰囲気づく

りをして欲しい。 

参
考 

各種備品の選定に係る貴重なご意見と

して、今後の検討の参考にさせていただ

きます。 

38 

従来の施設よりセンスは良いが斬新さ

や特徴性が高いとは言い難く、プールの

ような円錐を入れたデザインを取り入

れ、駅周辺の統一感を持たせた方が、遊び

心、親しみが感じられるのではと思う。た

だ、今からデザインの変更は困難と思わ

れるため、装飾やロゴなどを設置するな

ど、深川市の顔にふさわしい外観であっ

てほしい。 

また、構造は鉄筋コンクリート(RC)だ

が、生きがい文化センター(SRC)は 30年

を経過しても外観の劣化があまりみられ

ないこと、そのわりにみ・らい(RC)は劣化

がみられるのは、工期の影響もあるかも

しれないが、50 年は色褪せぬ外観が保て

るよう構造等を検討いただきたい。 

参
考 

外観デザインについては、気候風土、周

辺環境との調和、シンボル性、コスト、メ

ンテナンス性などを考慮しつつ、様々な

方が集う、駅前にある市のシンボル的施

設に相応しい外観となるよう、デザイン

や外装材を検討したもので、装飾やロゴ

についても同様の考えで実施設計におい

て検討していきます。 

また、構造については耐震性や耐久性、

コストを考慮したうえで鉄筋コンクリー

ト造を選定しており、外観の劣化につい

ても耐久性やメンテナンス性に優れた外

装材を選定していきます。 

39 

生きがい文化センターのクリスタルス

クエアもオープンスペースなのに料金設

定があり矛盾している。ロビーは共有部

分なのでいかなる場合も無料で利用でき

るようにしてほしい。 

そ
の
他 

バス待合やスタディルーム、ロビーな

ど、多目的に使えるスペースは使用料を

徴収しないことで検討していますが、イ

ベント等で占用する場合は使用料を徴収

する方向で検討しています。 

40 

パネル収納場所となると思われる北東

側の倉庫の出入口が狭そうなので工夫が

必要では。 

参
考 

いただいたご意見を参考に、備品整備

と合わせて実施設計において検討してい

きます。 

41 

カフェスペースは厨房設備が無いよう

だし、営業として成り立つか疑問がある

ため、自動販売機を多く設置することが

現実的ではないか。 参
考 

カフェの運営者など具体については、

今後、関係団体と協議していくこととし

ていますが、カフェの設置に対する市民

ニーズは高いことから、十分検討してい

きます。しかし、仮に運営者が見つから

ない場合は、ご意見の内容も方策の一つ

として検討していきます。 

42 

デジタルサイネージ等による情報発信

については、バス時刻だけではなく JR時

刻、市内のイベント情報なども発信し、１

階だけではなく 2 階ホワイエなどにも設

置するとともに、それらを発信・管理でき

る運営をして欲しい。 

そ
の
他 

デジタルサイネージはロビー等に設置

し、各種行事や交通案内等の情報発信を

行う予定ですが、JR等の運行状況をリア

ルタイムで案内するシステムは、コスト

や事業者負担の面から、現時点では導入

しない方向で考えています。設置箇所や、

適切な情報発信、管理については今後検

討していきます。 
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43 
各サークルが使える鍵のかかる棚もし

くはロッカーがほしい。 

そ
の
他 

複合施設は、限られた敷地で整備する

ほか、建設コストや維持管理コストの抑

制を図るため、現在の中央公民館の利用

状況を考慮しながら部屋の集約や削減を

行うなど、必要な機能は確保しつつも必

要最低限の面積とすべく検討してきたも

のです。 

過日の説明会でも同様のご意見をいた

だきましたので、それらも含めさらに検

討を進めましたが、各サークルの物品を

収納するスペースを公平に確保すること

は、面積的にも管理面においても難しい

状況となりますので、ご理解をお願いし

ます。 

なお、複数のサークルで利用が見込ま

れ、公共性が保たれる物品は、備品とし

て整備することも考えられますので、必

要性や購入する予算等も踏まえ、何らか

の対応が図れないか検討してまいりま

す。 

44 

団体事務室に事務用品を置かせていただい

ている。新施設にも預かっていただける部屋

（倉庫）があるとありがたい。 

45 

現在の物品庫に各サークルでラジカセなど

を置かせてもらっている。重い物なので毎回、

例会ごとに持ち帰るのは高齢者が多いので大

変。新施設にも引き続き預かっていただきた

いので検討願いたい。 

46 

経済センターの多目的ホールと規模・機

能が変わらないように見えるため、特徴

あるスペースであってほしい。 

現中央公民館と同様の奥まったステー

ジでは生音が届きにくく、モニタースピ

ーカーなども必要となる。オープンステ

ージにして可動舞台か昇降式床にした方

が活用しやすくなると思う。 

そ
の
他 

複合施設の多目的ホールは、経済セン

ターのホールと違い、常設のステージを

設け、平場のスペースを縮小するなどの

区別を図っています。 

常設のステージは、サークル活動の発

表の場などこれまでの利用実態や、様々

な場面でのご意見を踏まえ設けることと

したことから、ご理解ください。 

47 

ステージ横の控室は、実際は舞台袖とな

り控室にはならない。控室があることで

舞台袖が狭くなっている。オープンステ

ージにして舞台袖を隠せる可変壁や幕の

設置の方が有効活用できると思う。 

そ
の
他 

ステージ周辺の配置については、これ

までの様々な場面でのご意見をもとに検

討したもので、図面上は壁があるように

見えますが、幕等を設置しステージと一

体的に利用できるような仕様で検討して

います。具体については、ご意見を参考

にして、実施設計において検討していき

ます。 

48 

多目的ホールの北側面はガラスになる

と思われ、自然光の活用とあるが、コンサ

ートなどでは自然光は邪魔になる。また、

最近ではプロジェクターの使用が常で、

きちんと遮光できる壁であってほしい。 

そ
の
他 

ホール北側面のガラスの壁について

は、多目的な利用を想定した部屋である

ことから、明るい方が良い利用形態も考

慮したほか、JRの車窓からも活動の様子

（賑わい）を見ることができるよう検討

したものです。また、プロジェクターの

利用を想定し、必要な暗さを確保できる

よう検討していきます。 
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49 

北側面がガラスの場合、客席左右のカベ

の材質が違い、反射音の違いが生じる。ホ

ール内で生の音（声）が聞き取りやすい、

適度な残響で音楽が聴きやすくなるよ

う、天井、壁、床の構造、形状や材質での

施工をして欲しい。 

参
考 

多目的ホールは、多用途での利用を想

定していることから、生の音（声）に限ら

ず、少しでも聴きやすくなるよう、ご意

見を参考に内装等を検討していきます。 

50 

北側面のガラスについて、室内からの 

JR 線路や列車からの眺望を想定してい

るのなら、南側をステージにしてガラス

面を客席背面としたら、普段の活動は外

光を取り入れ、本番は遮光カーテンやブ

ラインド設置で遮光や音響的に多少解決

できるのではないか。今の設計では、北側

面に頑丈な可動壁を設置しないと本番で

の遮光や音響的な解決には至らない。可

動壁の裏側(外側)にイラスト等を描き、

夜はライティングをすれば、JR 列車から

の眺望は良いものになるかもしれない。 

そ
の
他 

ホールの配置については、ご指摘の向

きも検討しましたが、利用者の背中しか

見えない点や、出入口の配置などの観点

から、№48のとおり配置を決定しました。 

また、遮光や音響等については多様な

利用を想定し、建設や維持管理コストを

踏まえ、具体は今後の実施設計において

検討していきます。 

51 

音響・照明は、ホール内に簡易的なワゴ

ンを置いての操作になると思うが、設置

位置を自由にできるようホール内の四隅

および後方などに回路と接続端子の施工

と、専門業者が入った場合に常設の音響・

照明設備を持ち込み機材で操作できるよ

う、同様に回路等を施工いただきたい（対

応できる電力供給量と回路も必要）。 

参
考 

回路や接続端子等については、実施設計

で検討することになりますが、音響・照

明設備、備品を検討する際の貴重なご意

見として、検討の参考にさせていただき

ます。 

52 

昨今ではインターネットを使っての講

演や会議もありますので、1 階の Wi-Fi 

だけでなくホール内にイーサネット端子

も必要と思います。（他の研修室も同様） 

参
考 

館内に公衆無線 LAN（Wi-Fi）を整備し、

多くの場所でスムーズな通信ができるよ

う検討します。併せてイーサネットに必

要な有線 LAN配線も検討していきます。 

53 

ホール使用の場合の控室での使用も想

定される視聴覚室、和室、研修室には、ホ

ールの様子を確認できるモニター及び音

響設備も必要。 

そ
の
他 

これまでの中央公民館の利用実態やコ

スト面などを踏まえ、モニター設備は設

置しないことで考えており、音響設備に

ついては必要性も踏まえ今後検討してい

きます。 

54 

コンサートや演劇公演等の出演者は、ト

イレ使用が一般観客と一緒になるのは避

けたいので、2 階でなくても 3 階の階段

を上がったところにトイレの設置を検討

いただきたい。 

そ
の
他 

出演者専用トイレは、スペース、コスト

面から設置しないことで考えています。 

55 

み・らい等のように舞台配置図を制作

し、利用者が活用しやすい体制を取って

いただきたい。(各研修室も寸法の入った

図面の制作) 

参
考 

各部屋（スペース）や舞台配置など、寸

法等が記された図面は施設利用調整等に

必要ですので、施設開設までに作成しま

す。 
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56 

ホールには大型楽器や舞台装置の搬入

に、できれば専用搬入口がほしいところ

だが、レイアウト的に困難と思われるた

め、せめてエレベーターはそれらに対応

できる規模、開口部を持ったものを設置

いただきたい。また、搬入車両の駐車場所

も確保いただきたい。(最低限 4t トラッ

クが駐車可能) 

そ
の
他 

エレベーターは、ある程度の大きさの

物品のほか、救急搬送を想定してストレ

ッチャーなども搭載できる開口やスペー

スを検討しています。 

また、限られた敷地スペースの中で必

要な機能を配置していることから、ご指

摘にある搬入車両専用の駐車場所を配置

することはできない状況のため、配置図

に記載の駐車場の中で対応していただく

ことで考えています。 

57 

コンサート等で使う場合に、スタディコ

ーナーは控え室の防犯面も考慮し、一般

利用を制限するようにしていただきた

い。出演者ラウンジとして利用も想定し

てはどうか。 

参
考 

２階のスタディコーナーについては、

上部吹き抜けの解放された空間で自由に

使っていただくことを基本として設置し

ておりますが、利用形態に応じた対応も

必要と考えますので、施設の管理運営に

関する貴重なご意見として受け止めさせ

ていただきます。 

58 

多目的ホール利用の際、日中は南側ドア

の開閉時に外光がはいるため、屋内を暗

くした催しでは障害となる。前室等を設

けてドアを二重にしていただきたい。ま

た、他の研修室同様に出入口は引き戸と

なっているようだが、音楽公演の場合の

遮音性を考慮する上でも全て二重ドアに

していただきたい。 

そ
の
他 

多目的ホールの円滑な出入りやスペー

スの面などの関係で、二重ドアは設置し

ないことで検討しています。 

また、全ての人が安全で利用しやすい

ユニバーサルデザインの観点から、部屋

の出入口には可能な限り引き戸を採用し

ているものです。 

なお、出入口の遮光や防音対策は整備

コスト等を踏まえ可能な範囲で検討しま

す。 

59 

火災の火元となる可能性が一番高いと

思われる調理室が階段の近くにあり、ホ

ールの出入口がその前のため避難導線が

調理室に向かう方向にしか無い。これで

は避難口の位置として不適切と思われる

ので、レイアウト等を再考いただきたい。 
そ
の
他 

避難計画等については、法律に基づき

防火区画を行い二方向への避難が可能な

設計としており、ご意見のありました多

目的ホールでも出入口を西側にも設置す

るほか、ステージ横の控室を通り東側へ

の出入りを可能にするなど、複数の避難

経路を確保しています。 

また、２階各室の窓から庇へも避難で

きる計画となっており、非常時における

安全な避難を考慮した配置となっていま

す。 

60 

経済センターの多目的ホールの音響設

備及び持ち込み機材で部屋内電源を使っ

た場合に 10,000Hz ぐらいの高周波ノイ

ズが入る。原因が JR の高圧架線なのか

エレベーターのインバーターなのか不明

だが、この施設も JR に近いため、ノイ

ズが入らないような受電設備として欲し

い。 

参
考 

受変電設備の検討にあたっては、ご意

見を参考にしながら、今後の実施設計に

おいて検討していきます。 
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61 

共用部分と接する壁はガラス面となっ

ており、開放的なのは良いが、不都合も多

いと思うので、ガラスはスイッチで透過、

非透過が切り替えできるような「瞬間調

光ガラス」あるいはロールカーテンやブ

ラインドの設置を。そしてそれらの経年

劣化に対応するため計画的なメンテナン

スと更新をして欲しい。 

参
考 

各部屋と通路の間のガラス面について

は、利用者のプライバシー保護や遮光等

を図る上でもカーテン等の設置は必要と

考えており、設置後の維持管理を踏まえ、

具体については今後の実施設計において

検討します。 

62 

各部屋に「防音(遮音)対策」となってい

るが、ガラスは遮音性が一番悪いと思う。

特に音楽団体の利用が一番見込まれる視

聴覚室と舞台上部裏で人の往来も少ない

工作室はガラス面にする必要はないと思

う。（また、）出入口は引き戸を採用とある

が、ドアに比べ遮音性が悪く、特に視聴覚

室では不向きと思われる。また部屋内は

遮音だけでなく、声が聞き取りやすい、練

習での音がわかりやすいよう残響を抑え

られる構造、内装で施工いただきたい。 

そ
の
他 

視聴覚室や工作室の通路側の壁の使用

については、今後の実施設計で検討する

こととなりますが、ご意見を踏まえガラ

ス以外の仕様も視野に検討していきま

す。 

なお、引き戸の採用については№58で

お答えしたとおりです。 

63 

中会議室はダンス等の利用も想定する

なら床はフローリング敷きとしていただ

きたい。 
参
考 

床を含めた内装については、ご意見を

参考にしながら、今後の実施設計におい

て検討していきます。 

64 

机の配置等は利用者が行うものとすれ

ば、基本的な設営位置がわかるよう、床に

印を付けていただきたい。 
そ
の
他 

机の配置等は、人数や用途、縦横の向き

など様々な利用形態があるほか、利用者

自ら設営等を行うことを基本に考えてい

ます。利用者によっては印の意味が分か

りにくい場合があるほか、床のデザイン

などにも影響することから、印はつけな

いことで考えています。 

65 

「指定避難所」としての機能も考慮する

なら、ある程度の非常用物品を備蓄でき

る倉庫があっていいと思う。建物内でな

くても周りに倉庫などを合わせて建設す

ることも検討が必要と思う。 

そ
の
他 

生涯学習機能など、多目的な機能を集

約している施設のため、活動スペースを

優先し、収納スペースなどは最小限とし

ているため、専用の備蓄倉庫はありませ

んが、倉庫の一部を利用した備蓄品など

の保管を検討しています。 

66 

み・らいの中央公民館側の壁面が劣化し

景観がよくないので、この機会に改修し

ていただきたい。 

そ
の
他 

文化交流ホールみ・らいの維持管理に

対する貴重なご意見として受け止めさせ

ていただきます。 
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67 

市内に民間駐車場が少ないため駐車台

数が 40 台では多目的ホールで催しがあ

った場合、全く足りないと思う。経済セン

ターは市民プール東側駐車場があるので

活用できるが、この施設では少し離れて

おり、生協駐車場の無断使用が横行しな

いかが心配。また JR やバス利用者に独

占される心配がある。入口ゲートを設け

て施設利用券の発行やパーキングメータ

ーの設置などの対策を検討いただきた

い。 

そ
の
他 

駐車場については、限られた敷地内で

整備した場合、現在の 40 台が最大とな

り、新たな用地取得については、事業費

が大幅に増大するため難しいと考えてお

ります。 

また、管理方法について、ゲート式、ロ

ック式なども検討しましたが、設置経費

やランニングコストが高額となるため導

入は困難であります。 

無断駐車などに対する抜本的な対策は

難しい面もありますが、施設利用者にな

るべく支障が出ないよう、管理人配置や

夜間の閉鎖など、対策について今後検討

していきます。 

68 

音響・照明にかかる付帯設備使用料は、

従来の備品 1 点ずつの換算ではなく、音

響一式、照明一式といったわかりやすい

ものにしていただきたい。また、持ち込み

機材がある場合は、電気料相当の持込料

金の設定があってもいいと思う。 

参
考 

明瞭でわかりやすい料金設定は利用

者、管理者双方にとっても利点があるこ

とから、使用料設定の検討にあたっての

貴重なご意見として参考にさせていただ

きます。 

69 

施設の運営においては、特に多目的ホー

ル利用者へのサポートがしっかり行える

能力と知識をもったところに担っていた

だきたい。 

参
考 

施設の設置目的に則して、多くの方々

が気軽にご利用いただけるよう、貴重な

ご意見として受け止め、適切な管理運営

が図れるよう検討していきます。 

70 

各種機材や備品類はどんなに建設時に

検討をしても実際の運用が始まると不足

していることが多々あるため、完成後も

それらを補完できるよう 1〜2 年は備品

購入費を十分予算化しておいていただき

たい。 

そ
の
他 

各種設備や備品については、限りある

予算の中で施設の機能を最大限に発揮で

きるよう検討していきます。開館後の備

品等の整備については、利用者ニーズや

市の財政状況、優先順位などを踏まえな

がら検討していきます。 

71 

この施設の建設を契機に類似施設(生き

がい文化センター、み・らい、経済センタ

ー等)も使用申し込みをデジタル化して

はどうか。インターネットを通した申し

込みや空室状況などの提供ができれば便

利だと思う。使用料納入は本来条例では

申し込み時となっているが、現実は使用

時が多いと思う。ネット申し込みと同時

にクレジットカード等決済ができると施

設側で現金扱いが減るので保安上も良い

かもしれないが、使用時支払いが多い現

状では決済機能まではなくても良いかと

思う。 

参
考 

他の自治体でも、利用状況や予約など

をデジタル化している事例があり、本市

におきましても利用者の利便性向上や、

維持管理コスト軽減のためにも、利用申

請のデジタル化やインターネットでの予

約状況の確認について検討していきま

す。 
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72 

どんな施設も 10 年ほど経過すると、

要望や利用の仕方が変わり、設備や機器

の経年劣化も生じる。それを怠ったため

に故障の頻発や必要機器がないなどが生

きがい文化センターや現中央公民館でお

きている。せっかく素敵な施設を作って

も経年により陳腐化する。定期改修と機

能のアップデート、開設当初のコンセプ

トを継承できる運営体制を作っていただ

きたい。 

そ
の
他 

基本方針に示すとおり、『「まなぶ」「ふ

れあう」「つながる」まちの交流拠点』と

して、そして、市の中心部のシンボル的

施設として末永く市民に愛され、活用さ

れる施設となるよう、ご意見を参考に適

切な維持管理と管理運営に努めていきま

す。 

73 

現中央公民館のこけら落とし公演とし

て「交響詩ふかがわの詩」が演奏された。

これは当時青年の家の指導員の村井先生

が作曲、自身の指揮で深川室内楽研究会、

東高吹奏楽部、小田社中、高看合唱部など

が演奏した。この様子の写真パネル、音

源、楽譜は公民館で人目にあまり触れる

ことはなく、市役所倉庫で保管後、現在、

パネルは郷土資料館、音源・楽譜は図書館

の所蔵庫に保管されている。市民の手に

より公演されたこけら落としなのに残念

でならない。これでは開設コンセプトを

継承できない。この施設でもこけら落と

しは企画されると思うが、市民や深川出

身者を中心にした内容にしていただき、

記録はこの施設でいつまでも多くの市民

が目にできるようにしていただきたい。 

参
考 

開館記念イベントについては、開催の

有無を含めて今後の検討になりますが、

開催する場合は、ご意見のとおり、市民

の記憶と記録に残る内容となるよう検討

する必要があると考えています。 

74 

現中央公民館の解体後は、み・らい駐車

場への活用を予想するが、中央公民館は

み・らいでの大規模公演の際に控室でも

活用されていた。そのため中央公民館跡

地は駐車場だけでなく、プレハブでもい

いので控室棟の建設とみ・らいへの屋根

付き通路を検討していただきたい。 

そ
の
他 

中央公民館跡地について、現時点では

国の補助事業を活用し、まちなかでの休

憩や隣接するみ・らいと連携して多目的

に活用できる広場の設置を考えています

が、具体については、関係機関と協議・検

討していきます。 

75 

この施設ができることで、み・らいまで

２つの文化施設が「火防線通り」で繋がる

ことになる。「火防線通り」はバスターミ

ナルができることでバス路線になると思

うが、以前から様々なイベントが行われ

て来ており、この通りを更にイベント会

場として併用できる文化ロードとして再

整備しいただき、最近空き地が目立つ街

中の振興策として 2 つの文化施設と共

に位置付けできないか。 

そ
の
他 

複合施設が多くの方々に活用され、ま

ちの活性化につながるよう、本市のまち

づくりに対する貴重なご意見として受け

止めさせていただきます。 

 


